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鰍鮮点14・・ 4．O 3．0 15．O
講揖刺ユ・66±・4・86i　2・79±1訓ユ・・9・±ユ3・3　1　13・4±69・6
充足率（％／4ユ・5 69．8 36．3 89．3
比較評価1不副不足ぎみ不足序野足
と表21のようである。
　いずれも摂取量が少ないが，
とくに野菜・芋・くだもの類と
乳・卵類の摂取量が少なく，つ
いで魚・肉・豆類が不足ぎみで
ある。穀類・砂糖・油脂の群は
やや不足ぎみである。
IV　ま と め
　これからの食生活はどうあるべきかを考える前に，本県における各家庭の食生活の現状はどうか
をしるために，県下全域にわたるよう上・中・下越地区の高校6か校にお願いして，女子高校生を
通じて食生活に関するアンケートと各家庭の3日間の食事記録をお願いした。その結果，家族数，
郷土食にやや地域差がみられるほどで，生活面，食事記録ではあまり地域による差や，個々の家庭
の差はみられず，むしろ食事などは画一的なたべものが多いように思われた。高校生の生活面では
一般的に安定した生活ぶりで，エソゲル係数などからみても家庭経済なども安定しており問題が少
ないように思われた。食事記録からみた栄養の摂取状況では飽食の結果がでるのではないかと思っ
ていた期待とは異なり，カPリー，たんぱく質，脂質，糖質ともに所要量より下まわり，食品群の
バランスでは，とくに野菜・芋・くだものの食品群と，乳・卵・肉などたんぱく質食品の摂取が少
ない結果がでた。これは厚生省の調査でも国民の栄養状態がよくなったとしながらもまだ熱量では
2，000kcal以下の階層は15・3％，たんぱく質では409以下は1・9％，59・99以下は2・O％であり，これら
は卵，獣鳥肉類などのたんぱく質性食品が非常に少ないものと考えられるという結果が出ているの
で，充足している人もあるが，県下全体の栄養の平均では，量的にも質的にも標準より劣るのでは
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ないかと推察される。しかしこの調査が食欲の少ない，また献立が比較的簡単な夏季のみのもので
あるので，今後冬季のものも調査し，あわせて考えてみる必要がある。また，今回は熱量素の検討
にとどまったので他の栄養素の検討もしなければならない。
　郷土食，行事食についても地域的な特殊性があるのではないかと思っていたが，郷土食としては
のつぺ，ちまきなどは各地区で多く記入されており，あまり差がないようである。材料や作り方の
ちがいなどこれからの課題であるが，全体的に郷土食，行事食が各家庭から少なくなっていくよう
に見うけられた。嗜好の変化や核家族であること，主婦の社会進出で家事労働の時間が少ないなど
の原因があると思われるが，今回は家庭でつくる種類の記入であるので，それらに対する意識も今
後調査したいものだと思っている。また，今回は生活面などが意識調査に終ったが体型や体力など
科学的な測定による調査をしたいものである。
澱後にこの調査をするにあたり，有恒，小千谷，長岡大手，見附，新潟向陽，新潟中央各高校の
誰先生，生徒の皆さんに絶大なるご協力をいただいたことを心から感謝し御礼申し上げます。
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